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研究成果の概要（和文）：　本研究は、眼球運動の測定等による読み活動中の認知処理の分析を通じて、聴覚障害児の
文や文章の読みにおける方略の特徴や個人差を明らかにすることを目的とした。能動文と受動文の理解課題より、聴覚
障害児の中には単語間の意味や語順に基づく独自の理解方略を用いる者が多いこと、方略の違いによって理解に至るま
での時間や各語への注視時間が異なること等が明らかになった。また読み能力が低い聴覚障害児は推論を伴う読解にお
いて読み時間が顕著に長いことや、特定の単語や文の意味に基づく解釈をするなどの特徴が示された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was examine the individual difference of strategy for 
processing the sentence and text in children with hearing impairments. In this study, we adopted the 
method of measurement of the reading time and the eye movement during their reading. As a result of some 
experiments, we obtained the following results: (1) Word order and semantic plausibility influenced the 
processing of Japanese active and passive voice sentences. (2)Some children with hearing impairments used 
original understanding strategies based on the word order or semantic plausibility. (3) The pattern of 
eye movement of deaf participants varies with each individual. (4)Difference of reading abilities 
influenced speed of reading text which require inference for understanding. From these results suggested 
that the on-line method was effective to examine the feature of reading in children with hearing 
impairments.

研究分野：聴覚障害心理学
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１．研究開始当初の背景 
(1)近年、生活の中でのインターネットや電
子メールの利用は日常化しており、「読む」
ことによる情報収集の重要性が一層高まっ
ている。聴覚障害児・者が社会生活を営む上
でも、文字情報の活用は必要不可欠であるが、
現状では日本語の読みを苦手としている聴
覚障害児は多く、学力向上や高等教育機関へ
の進学、あるいは職業選択にも影響している。
現在、聴覚障害者を主たる対象とする特別支
援学校（以下、聾学校）では、障害の重度化・
重複化が顕著であり、発達障害をあわせ有す
る子どもの存在も指摘されるなど、読む力の
個人差が大きく、個に応じた指導方法の考案
が急務の課題となっている。個に応じた指導
を行う上では、一人ひとりの子どもの読み能
力や読み方の特徴を的確に把握することが
必 要 不 可 欠 で あ る 。 し か し 欧 米 等
（Marschark & Spencer, 2010）と比較して、
聴覚障害児を対象とした日本語の読み能力
の発達や評価に関する研究は限られている
（長南・澤, 2007）。特にこれまでの研究で
は、「読んだ結果どの程度の理解に達したか」
の分析や評価に止まっており、子どもが「ど
んな読み方をしているか」、「どのように読
み進めているか」といった読みのプロセスに
ついてはほとんど解明されていない。 
(2)読みのプロセスを明らかにするための方
法の一つとして、眼球運動や反応時間を計測
するオンライン的方法がある。この方法は、
読み活動中の注視点や注視時間、理解に要し
た時間などを測度として、文や文章の読みプ
ロセスを詳細に分析することが可能であり、
多くの心理学的研究で使用されている。聴覚
障害児は受け身文、やりもらい文などの特殊
構文の理解や、文章の論理的な読解に困難の
あることが指摘されており（我妻, 2000; 相
澤・左藤・四日市, 2007; 澤, 2009）、さらに
独自の読み方（方略）を用いるなど読み能力
の個人差が非常に大きい。特殊構文を読むプ
ロセスの特徴や、読解力の高い子どもと低い
子どもの読みプロセスの違いを検討するこ
とは、聴覚障害児における困難の要因を解明
する上で非常に重要である。 
 
２．研究の目的 
本研究では、眼球運動および反応時間の測
定という手法による読み活動中の認知的処
理の分析を通じて、聴覚障害児の読みにおけ
る方略の特徴や個人差の要因を明らかにす
ることを目的とした。具体的な検討項目とし
て以下の 3点を挙げた。 
(1)聴覚障害児が苦手とする文の中で、かき混
ぜ文や受動文の理解を取り上げ、読み活動中
の視点および解答の正誤や解答に至るまで
の反応時間の分析を通じて、構文の認知的処
理の特徴や個人差を明らかにする。 
(2)推論を必要とする文章読解課題を実施し、
読み活動中の視点の分析を通じて、文章読解
における認知的処理の特徴や個人差を明ら

かにする。 
(3)読書力検査等を実施し、(1)および(2)の研
究から得られた個々の子どもの読み方略の
特徴との関連を明らかにする。 
 
３．研究の方法 
本研究は 7 つの実験的研究（研究 2～6，

8,9）と 2つの文献考察（研究 1,7）からなる。
実験的研究において用いた方法の概要は以
下の通りである。 
(1)対象者 
聾学校小学部および中学部に在籍する児
童生徒および聴覚障害成人、ならびに聴者成
人と聴者児童、総計 93名を対象とした。 
(2)課題 
文理解課題 1（研究 2）：アニメーションを
呈示した後に文を呈示し、その文がアニメー
ションの内容に合致しているか否かの正誤
判断課題を実施した。 
文理解課題 2（研究 3～6）：能動文・受動
文を呈示し、文の意味に合致する絵を選択さ
せる強制選択課題を実施した。 
文章読解課題１(研究 8)：文章を呈示にそ
の内容についての質問に筆記で回答させた。 
文章読解課題 2(研究 9)：短い文章を呈示し、
その内容についての質問に対して正答を選
択させる強制選択課題を実施した。 
その他：市販のリーディングテストおよび

WISCの記憶課題を実施した。 
(3)実施・分析方法 
文や絵の呈示、反応の正誤や反応時間等に
はいずれもパーソナルコンピュータを用い
た。また研究 2～6 および研究 8 では非接触
型眼球運動測定装置を用いて、課題遂行中の
眼球運動を記録し、文や絵の注視回数、注視
時間、視線移動回数等を記録した。刺激呈示
や反応の記録には専用のソフトウェアを用
いた。 
 
４．研究成果 
(1)聴覚障害児・者の文理解（研究 1～6） 
研究 1では、聴覚障害児の文理解に関する
国内外の研究を概観し、特に「文理解方略」
という観点からの研究課題について検討す
ることを目的とした。その結果、聴覚障害児
童生徒を対象とした文理解に関するオンラ
イン研究はその数が非常に少なく、文理解方
略に関する知見について、オンライン法によ
って検証・確認を行う必要のあること、方略
に関する個人差について検討することが喫
緊の課題になることを確認した。 
研究 2では、聴児童 1名を対象として、文
理解課題 1を実施し、課題遂行時の眼球運動
特性について検討した。文の読みのプロセス
を、①変化無し：注視点が特定の文節から変
化しない、②読み返し無し：注視点が文頭か
ら文末まで移動し逆行がない。③読み返し有
り・戻り読み：注視点が文末まで移動した後、
前の文節に逆行するタイプ、④読み返し有
り・繰り返し：注視点が文頭から文末まで移



動した後、再度文頭に戻り、繰り返し読む、
という 4つのタイプに分類した結果、③と④
のタイプは受動文において頻出してするこ
と、能動文では正語順よりも逆語順の文で③
や④のタイプが多く生じる傾向があり、受動
文やかき混ぜ文では読み返しによる意味や
文法の確認を行っていること、動画で示され
る状況が能動文的な命題として表象化され
ていることが示唆された。一方で、動画によ
る刺激呈示では眼球運動が計測出来た文が
40％程度に止まり、測定の信頼性が低くなる
という課題が見出された。 
研究 3および研究 4では、聴者の児童およ
び成人に対し、文理解課題 2を実施した。文
理解課題 2では 2種類の刺激文を作成し、態
(能動文・受動文)と語順（正語順・逆語順）
の 2つを要因とした文と、さらに意味的蓋然
性（有・無）を加えた 3要因による文を用い
て、それぞれの読み時間や眼球運動特性を分
析した、実験の結果、小学生児童では、能動
文よりも受動文で、正語順よりも逆語順の文
で反応時間が長く、この傾向は特に意味的蓋
然性がない文で顕著であった。また文の注視
回数も能動文と比較して受動文で顕著に多
かった。これらの結果から、対象児が文の処
理において単語の意味的情報を活用してい
ることが示唆された。対象児の正答率は約
90％を示していることから、格助詞の意味に
基づいて受動文を正確に理解できると考え
られ、受動文の正確な理解が可能な子どもで
も文の意味的情報に依拠した処理が優位で
あることが推察された。一方、成人の結果も、
児童を対象とした結果とほぼ同様であり、受
動文は能動文よりも、また逆語順の文は正誤
順の文よりも、それぞれ読みにおける処理の
負担が大きいことが示された。また平均注視
回数と順行サッカード回数は能動文よりも
受動文において多く、平均注視時間は能動文
の方が受動文よりも長いことが示され、受動
文においては一度絵に視線を移動させた後、
再度文を読み直す回数の多いことがサッカ
ード回数に反映されていることが推察され
た。 
 研究 5では、聴覚障害成人 3名を対象とし
て研究 3、4と同じ文理解課題 2を実施した。
反応時間や文の読み時間について分析した
ところ、文理解に及ぼす構文や語順の影響に
ついては研究 4で対象とした聴者成人と同様
の結果が示された。また文の注視回数、順
行・逆行サッカード回数、絵の注視回数につ
いても能動文より受動文、正語順より逆語順
において多い傾向が示され、この点も聴者の
結果と同様であった。しかし眼球運動特性に
ついては、個人差が大きく、文内あるいは絵
と文の間で視線を頻繁に移動させる対象者
と、視線の動きが少ない対象者が存在した。
Bélanger et al.（2012）は、聴覚障害者の文
の読みにおける知覚スパンについて読み速
度やサッカード距離を測度として検討し、特
に読み能力が高い聴覚障害者では知覚スパ

ンが広く一度に処理できる情報量が多いこ
と、また読み能力が低い聴覚障害者でも聴者
と同等の知覚スパンを示すことを報告して
いる。先行研究において使用されている刺激
文や課題文章、眼球運動計測の方法が異なっ
て い る （ 四 日 市 , 2002; Chung & 
Kakizawa,2002）ため明確な考察はできない
が、聴覚障害児・者の文や文章の読み方略に
ついて検討する上で、個人差を重視した分析
がより重要であることが示唆された。 
研究 6 では、聾学校小学部児童を対象に、
文理解課題２を実施し、能動文と受動文の理
解時における眼球運動特性について検討し
た。刺激文の要因は態、語順、意味的蓋然性
の 3要因とし、それぞれの文理解における反
応時間等を分析した。実験の結果、能動文よ
り受動文で、意味的蓋然性が有る文よりない
文でそれぞれ正答率が低く、態や意味の違い
が文理解に影響することが示された。また各
文の解答成績に基づき対象児を分類したと
ころいずれの文の正答数もほぼ同等で多い
「良好群」、意味的蓋然性の高い文で正答数
が多い「意味群」、能動文の正語順、受動文
の逆語順の文で正答数が多い「語順群」の 3
つの方略群に分類出来た。方略群ごとの眼球
運動特性について①文の注視時間、②絵の注
視時間、③文の逆行回数、④文-絵間の視線移
動回数、⑤単語毎の 1文字あたりの注視時間
を比較したところ、文の最初に登場する格助
詞の注視時間のみ、良好群の注視時間が他の
群よりも有意に長かった。これらの結果から、
受動文の理解において単語間の意味的蓋然
性や語順に基づいた方略を用いる児童が相
当数存在し、独自の方略を利用する児童が少
なくないこと、意味的蓋然性や語順に影響さ
れない良好群の児童は、最初に登場する格助
詞を注視していることが示され、格助詞の意
味に基づく理解に達していることが示され
た。 
(2)聴覚障害児の文章理解（研究 7～9） 
研究 7では、聴覚障害児を対象とした日本
語テキストの読解に関する先行研究を中心
に展望し、聴覚障害児の文章読解力の研究に
おける課題について検討した。その結果、文
章読解時の推論やそれによる状況モデルの
構築に対する諸能力の関与、構築された状況
モデルの特徴等については十分に明らかに
されていないこと、推論方略に関するオンラ
イン的研究が少なく、聴覚障害児に特有の文
章読解の特徴に未解明な点が多いことが指
摘できた。 
研究 8では聾学校中学部生徒を対象に、文
章理解課題１を実施し、読書力と読みの特徴
との関連を分析した。文章読解中の眼球運動
特性を分析した結果、本文の読み時間、問題
文の読み時間、本文の注視回数、問題文の注
視回数、サッカード回数、平均反応時間、視
線の移動回数のいずれも、読解に推論を要す
る文で長くなる（多くなる）結果が示された。
この結果より、文章に解答が明示されていて



も質問が暗示的で推論が必要な文章課題で
は、推論を必要としない字義的な文章課題と
比較して読みにおける負荷が大きいことが
示唆された。また読書力の上位群と下位群を
比較した結果、眼球運動特性の測定値はいず
れも上位群より下位群において大きな値を
示した。特に推論を要する文章読解ではこの
様相が顕著であり、推論問題における文章処
理の負荷が大きいことが示された。また下位
群の読みでは、答えに関連しない箇所に視線
を向けていること、問題文で使用されている
単語と同じ単語に目を向けること、問題文を
何度も読み返していることが示され、
LASASSO（1985）が指摘する視覚一致方略
（visual matching test-taking strategy）を
使用するなど、文章全体から状況モデルを構
築することに困難を有することが示唆され
た。 
研究 9では、聾学校小学部児童および聴者
成人を対象に文章理解課題２を実施し、精緻
化推論に位置づけられる道具の推論
(instrumental inferences)を題材として、聴
覚障害児の文章の読みにおける特徴につい
て作動記憶の容量が推論処理に及ぼす影響
を検討した。刺激文章は 3文からなり、文章
中の行動に用いられた道具が何であるかを
推論させる推論(I)課題と、文章に明記された
行動等を解答させる字義(L)課題の 2 種類を
16問ずつ設定した。また文章の呈示条件とし
て、呈示された文をそのまま残す見返し(LB)
条件と、読み終えた文を消去する消去(DEL)
条件の 2つを設定し、各条件に I題と L課題
を 8問ずつ振り分けた。 
実験の結果、聴覚障害児においては LB条
件の RT が DEL 条件より長く、判断に時間
を要することが示唆された。この結果は、成
人でも同様であり、LB 条件において文脈文
を読み返す時間が付加されたことによると
考える。本研究では、WMスパンが大きい対
象児ほど、読みにおける処理が効率的であり、
RT や読み時間が短くなると仮定した。しか
し、いずれの呈示条件でもWM高群の方が読
み時間が長く、問題文および文脈文の読みに
WM スパンの顕著な影響は認められなかっ
た。また成人の結果では、文章の字義的な理
解を要求する L課題の方が I課題よりも RT
が長くなった。これは推論が文脈文を読む過
程で自動的になされるのに対し、字義的な理
解では文脈文の内容を想起（あるいは読み返
し）して確認する処理を行っているためと推
察した。一方、聴覚障害児においては、その
ような傾向は認められず、推論による理解と
字義的な理解に処理上の差異は示されなか
った。この点については、題材として取り上
げる推論の種類との関連を踏まえた検討が
必要である。 
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